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イ ネ後 期 栄 養 診 断 の 一 方 法

―― 出穂期の澱粉蓄積 と刈取後のイネ再生量 との関係について一―
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A N4ethod for Diagnosis of Nutritional Condition in Late Stage of Rice Growth

―――Relationships between starch aca■ nlulation and ratooning ability h the rice

stubble cut at heading stage一

TOshimi YAMAUCHI
(Aizu Branch,Fukushima Prefectllre Agricultural Expe■ ment sぬtiOn)

1 は じ め に

収穫を終えた後の稲株 (刈株 )に再生芽がみられる場合

がある。また,冷害年次や通常年次でも2段穂と言われる

稲をみかけることがある。出穂期に人為的に刈りとった稲

株の稲再生量は刈株の炭水化物含量との間に密接な関係が

みられるという報告はあるが,栄養診断としての試験例は

少ない。そこで,出穂期以降の稲再生芽の量が栄養診断と

して利用できるかどうか ,稲体養分 ,形質等との関連で検

討した。

2試 験 方 法

ll)試験年次 :昭和60～62年 12)供 試品種 :サ サニシキ

13)苗の種類 :稚苗 に)移値期 :5月 24日 (昭和60年 ), 5

月15～ 16日 と5月 29～ 30日 (5)区の構成 :基月巴量 (核 /α )

はN― P205-K20 03-12-12で ,N追 肥及

びP追肥,K追肥を行った計20区を供試した。 16}稲 再生

量調査 :地上部 7～ 10cn(昭和60年は7m)で刈取り, 7

～10日 後(昭不誦昨 の出穂期は 5日 後 )に生体重,乾物重 ,

再生本数等を調査した。 1区当たりの調査株数は 5株。

17鷹体の分析 :炭水化物の定量はアンスロン硫酸法による。

稲体は地上部の葉身,茎 (葉鞘+繹 )に分け,再生量調査

5m区

とは別株 (3株 )で分析 した。

3 試験結 果 及 び考察

表 1は 出穂期以降の稲再生量を調査したもので,昭和62

年のように倒状した年次は成熟期でも再生は散見されたが ,

表 1 出穂期以降のイネ再生量 (穂肥区 )
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表2 刈取の高さとイネ再生量について
(昭和61年 出穂期 )
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通常の年次では出穂期以後徐々に減少 し,成熟期では稲の

再生がほとんどみられない。表 2及び図 1は刈取高さ別に

再生量を調査し,茎の大さと再生量の関係を図示したもの

である。再生量は刈取りの高さが高いはど多く,茎は太い

はど再生量 (生体重 )が多い傾向となり,10m刈 取りで茎

の太さとの相関係数が高くなった。表 3は 出穂期に穂を切

除 し,20日 目に刈取後の稲再生量を調査したもので,出穂

期に穂を切除した区で再生量が多くなった。図 2は 出穂期

の茎の粗デンプン含量と稲再生率の関係を図示したもので

ある。稲再生率は粗デ′プン含量力彪多い1ま ど高い傾向となっ

た。しかし,再生量 (乾物重 )では明確な傾向はなく,他

の要因も関与しているものと思われた。図 3は葉身N%と

表 3 出穂期における穂の切除とその後の
イネ再生

図2 茎の粗デンプン含量とイネ再生率の関係
(昭和61年 )

粗デンプン含量の関係を収量別に図示したものである。粗

デンプン含量は葉身N%が高いほど低い傾向となり,751夕 /

`以上の収量は葉身N%が 20,粗デンプン含量20%前後で

あった。図 4は稲再生率と収量の関係を図示したもので
,

稲再生率が高いはど収量は高い傾向にあり,70″ /α 以上

の収量は稲再生率がほぼ100%以上で得 られた。以上の結

果より,出穂期以降の稲再生は出穂期で最も多く,出穂後

20日～成熟期では少ない。これは,出穂後徐々に稲体の炭

水化物等の養分が減少するためで,出穂期に養分の転流を

阻害した場合等は出穂後20日 や成熟期でも稲の再生が多く
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図3 葉身N%と 粗デンプン含量の関係
(昭和61～ 62年 )
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図 4 イネ再生率 と収量の関係 (昭和61～ 62年 )

みられる。刈取りの高さは10m程度力浪 く,茎が太いほど

再生量も多く,栄養面も含め考えると茎を太く揃える方が

畜積養分も多いと思われる。収量と葉身N%,粗デンプン

含量 ,稲再生率の関係より,70～ 75″ /α 以上の収量を得

るための出穂期における稲体養分は葉身N%が20%,粗
デンプン含量20%前後であり,稲再生率からは100%以 上

であれば良いものと考えられた。しかし,稲再生は炭水化

物だけでなく,再生後の生長はN濃度 も関与していると思

われ,N濃度を含めた検討も必要と思われる。また,栄養

診断として考えると,出穂期刈取りによる判定は出穂期後

10日 となり対応技術 (追肥など )ができなくなるため,時

期を早めて検討する必要がある。
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